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７． 人権について 
問 22 あなたは、女性の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについてです

か。（○はいくつでも） 

女性の人権が尊重されていないと感じることでは、「男女の固定的な役割分担を押しつけるこ

と（「男は仕事、女は家庭」など）」が 37.1%と最も多く、次いで「家庭内での夫（恋人など同居

の男性を含む）から妻（女性）への暴力」が 34.8%となっています。 

前回調査で比較すると、「家庭内での夫（恋人など同居の男性を含む）から妻（女性）への暴

力」が 9.1ポイント、「女性が働く性風俗営業」が 4.6ポイント、「アイキャッチャー（人目をひ

くためのもの）として、女性の体やしぐさを使用」が 4.0ポイント今回調査で多くなっています。 

また、「職場におけるセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ・おどし・いじめ）」では、

17.8 ポイント、「痴漢やストーカー行為」では、16.9 ポイント、「職場における性別による差別

待遇」では、13.4ポイント今回調査で少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.1%

34.8%

16.3%

16.1%

21.6%

13.8%

24.5%

14.4%

9.7%

0.8%

0.0%

4.9%

3.3%

45.3%

25.7%

34.1%

33.0%

17.0%

17.0%

23.3%

10.4%

23.1%

14.5%

12.1%

1.0%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

男女の固定的な役割分担を押しつけること

家庭内での夫から妻（女性）への暴力

職場におけるセクシュアル・ハラスメント

痴漢やストーカー行為

女性が働く性風俗営業

女性のヌードを主にした雑誌やテレビ放映、アダルトビデオ

テレビや新聞、インターネット等における女性を蔑視するような

表現や扱い

アイキャッチャー

職場における性別による差別待遇

特にない

わからない

その他

無回答

令和元年度調査（n=658）

平成26年度調査（n=763）



 

- 71 - 

【性別】 

性別で比較すると、「女性が働く性風俗営業」「女性のヌードを主にした雑誌やテレビ放映、ア

ダルトビデオ」「テレビや新聞、インターネット等における女性を蔑視するような表現や扱い」

「アイキャッチャー（人目をひくためのもの）として、女性の体やしぐさを使用」では、男性よ

りも女性が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の回答 

■職場では男女とも差別なしの職場に 

■3についてですが、男性が女性を見下すことは会社の中で日々行われおります。 

■妻も働いているのに夫は家庭内の事、育児をしない事｡子供を産んだら女性だけがガマンしなけ

ればならない事｡ 

■育児しながら働いても、お休みじゃんと言われた時 

■マタハラなど 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.9%

25.6%

34.2%

35.0%

13.5%

11.3%

15.0%

8.6%

23.7%

19.2%

9.4%

0.8%

3.0%

53.5%

27.1%

38.8%

34.9%

18.3%

19.4%

26.1%

17.3%

25.1%

10.9%

10.1%

0.8%

2.1%

0% 20% 40% 60%

男女の固定的な役割分担を押しつけること

家庭内での夫から妻（女性）への暴力

職場におけるセクシュアル・ハラスメント

痴漢やストーカー行為

女性が働く性風俗営業

女性のヌードを主にした雑誌やテレビ放映、アダルトビデオ

テレビや新聞、インターネット等における女性を蔑視するような

表現や扱い

アイキャッチャー

職場における性別による差別待遇

特にない

わからない

その他

無回答

男性（n=266）

女性（n=387）
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問 23 あなたは、ここ数年の間に、配偶者や恋人からの暴力（ＤＶ…ドメスティック・バイオレ

ンス）について、経験したことがありますか。（それぞれ 1つに○） 

ここ数年の間に、配偶者や恋人からの暴力について、経験したことがあるかでは、「受けたこと

がある」の回答が多い項目では、「（2）精神的な暴力（なぐるふりをしておどす、刃物などを突き

つけておどす、何を言っても無視する、人格を否定するような暴言をはくなど）」が多く、「した

ことがある」の回答が多い項目では、「（1）身体的な暴力（平手で打つ、なぐる、足でける、物を

投げつける、突き飛ばされるなど）」、「（2）精神的な暴力（なぐるふりをしておどす、刃物などを

突きつけておどす、何を言っても無視する、人格を否定するような暴言をはくなど）」が多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（n=658） 

4.9%

7.4%

3.6%

4.0%

90.6%

87.2%

93.8%

92.2%

92.2%

3.3%

3.5%

3.5%

3.3%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（1）身体的な暴力

（2）精神的な暴力

（3）性的な暴力

（4）経済的な暴力

（5）社会的な暴力

受けたこと

がある

したこと

がある

経験したこと

がない

無回答
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前回調査で比較すると、多くの項目でわずかですが「受けたことがある」が少なくなっていま

す。また、「（4）経済的な暴力」については、前回調査よりやや多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.9%

5.6%

7.4%

8.1%

3.6%

3.0%

4.0%

4.2%

90.6%

88.5%

87.2%

85.5%

93.8%

92.5%

92.2%

91.6%

92.2%

90.3%

3.3%

3.8%

3.5%

3.9%

3.5%

4.2%

3.3%

4.5%

3.2%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（1）身体的な暴力

令和元年度調査(n=658)

平成26年度調査(n=763)

（2）精神的な暴力

令和元年度調査(n=658)

平成26年度調査(n=763)

（3）性的な暴力

令和元年度調査(n=658)

平成26年度調査(n=763)

（4）経済的な暴力

令和元年度調査(n=658)

平成26年度調査(n=763)

（5）社会的な暴力

令和元年度調査(n=658)

平成26年度調査(n=763)

受けたこと

がある

したこと

がある

経験したこと

がない

無回答
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【性別】 

性別で比較すると、すべての項目で「受けたことがある」が、男性よりも女性が多くなってい

ます。中でも「（2）精神的な暴力」では 5.7ポイント女性が多くなっています。 

 

  

6.7%

4.1%

9.8%

5.4%

4.9%

91.7%

89.7%

88.7%

86.0%

94.0%

93.5%

93.2%

91.5%

92.5%

92.0%

3.8%

3.1%

4.1%

3.1%

3.8%

3.4%

4.5%

2.6%

4.1%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（1）身体的な暴力

男性(n=266)

女性(n=387)

（2）精神的な暴力

男性(n=266)

女性(n=387)

（3）性的な暴力

男性(n=266)

女性(n=387)

（4）経済的な暴力

男性(n=266)

女性(n=387)

（5）社会的な暴力

男性(n=266)

女性(n=387)

受けたこと

がある

したこと

がある

経験したこと

がない

無回答
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【問 23で、「受けたことがある」と 1つでも回答した方に伺います】 

問 23-1 あなたは、あなたが受けたそのような行為について、誰かに打ち明けたり、どこかに相

談しましたか。（○はいくつでも） 

暴力を受けた行為では、「知人・友人」が 46.7%と最も多く、次いで「家族や親戚」が 40.0%、

「どこ（だれ）にも相談しなかった」が 34.7%となっています。 

前回調査と比較すると、「配偶者暴力相談支援センター（女性相談所、女性相談センター、その

他の施設）」「民間の専門家や専門機関（弁護士・弁護士会、カウンセラー・カウンセリング機関、

民間シェルターなど）」「学校関係者（教員、養護教員、スクールカウンセラーなど）」「知人・友

人」が今回調査で多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
1.3%

2.7%

0.0%

1.3%

8.0%

4.0%

1.3%

40.0%

46.7%

34.7%

0.0%

5.3%

0.0%

8.7%

1.1%

3.3%

6.5%

4.3%

0.0%

41.3%

41.3%

33.7%

2.2%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配偶者暴力相談支援センター

（女性相談所、女性相談センター、その他の施設）

警察

法務局・地方法務局、人権擁護委員

上記（1～3）以外の公的な機関

民間の専門家や専門機関

（弁護士・弁護士会、カウンセラー・カウンセリング機関、民間シェルターなど）

医療関係者（医師、看護師など）

学校関係者（教員、養護教員、スクールカウンセラーなど）

家族や親戚

知人・友人

どこ（だれ）にも相談しなかった

その他

無回答

令和元年度調査（n=583）

平成26年度調査（n=671）
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【問 23-1で、「どこ（だれ）にも相談しなかった」と回答した方に伺います】 

問 23-2 あなたが、どこ（だれ）にも相談しなかった理由はなんですか。（○はいくつでも） 

どこ（だれ）にも相談しなかった理由では、「相談しても無駄だと思ったから 」が 26件中 15

件と最も多く、次いで「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 」

が 12件、「恥ずかしくてだれにも言えなかったから 」が７件となっています。 

前回調査と比較すると、「恥ずかしくてだれにも言えなかったから」「相談しても無駄だと思っ

たから」「相談したことがわかると、仕返しを受けたり、もっとひどい暴力を受けると思ったか

ら」「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 」「世間体が悪いか

ら」「相手の行為は愛情の表現だと思ったから」が今回調査で多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者数が少ない為、表のみ掲載 

度数 構成比 度数 構成比

どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから 2 7.7% 4 12.9%

恥ずかしくてだれにも言えなかったから 7 26.9% 3 9.7%

相談しても無駄だと思ったから 15 57.7% 15 48.4%

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、もっとひどい暴力を受け

ると思ったから
5 19.2% 2 6.5%

加害者に「誰にも言うな」とおどされたから 0 0.0% 0 0.0%

相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思ったから 0 0.0% 1 3.2%

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 12 46.2% 8 25.8%

世間体が悪いから 5 19.2% 3 9.7%

他人を巻き込みたくなかったから 4 15.4% 5 16.1%

他人に知られると、これまで通りのつき合い

（仕事や学校などの人間関係）ができなくなると思ったから
1 3.8% 4 12.9%

そのことについて思い出したくなかったから 2 7.7% 4 12.9%

自分にも悪いところがあると思ったから 6 23.1% 8 25.8%

相手の行為は愛情の表現だと思ったから 3 11.5% 0 0.0%

相談するほどのことではないと思ったから 5 19.2% 8 25.8%

その他 0 0.0% 5 16.1%

無回答 0 0.0% 0 0.0%

回答者数 26 31

非該当 632 732

合計 658 763

令和元年度調査 平成26年度調査
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問 24 パートナー（配偶者や恋人など）からの暴力に対して、どのような援助が有効だと思いま

すか。（○はいくつでも） 

パートナー（配偶者や恋人など）からの暴力に対して、どのような援助が有効だと思うかでは、

「被害者が身の安全を確保できる場所の提供」が 59.9%と最も多く、次いで「被害者への相談窓

口の情報を提供したり、相談窓口を増やすこと 」が 50.5%、「被害者への家庭裁判所、弁護士、

警察などによる法的援助 」が 47.3%となっています。 

前回調査と比較すると、「被害者への医師、カウンセラーなどの医療・心理的援助」が 8.2 ポ

イント、「被害者への経済的な自立に向けた支援を行うこと」が 5.3ポイント多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.3%

50.5%

47.3%

44.1%

59.9%

33.1%

24.8%

30.1%

28.1%

1.8%

7.4%

33.0%

46.1%

46.4%

35.9%

56.0%

29.9%

24.1%

34.1%

30.3%

2.8%

11.5%

0% 20% 40% 60% 80%

被害者への経済的な自立に向けた支援を行うこと

被害者への相談窓口の情報を提供したり、相談窓口を増やすこと

被害者への家庭裁判所、弁護士、警察などによる法的援助

被害者への医師、カウンセラーなどの医療・心理的援助

被害者が身の安全を確保できる場所の提供

被害者に対する周囲の理解と協力を得やすくすること

市役所などの公的機関からの情報提供と支援

加害者への指導やカウンセリングを行うこと

お互いの人権を大切にする教育の充実

その他

無回答

令和元年度調査（n=658）

平成26年度調査（n=763）
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【性別】 

性別で比較すると「被害者への家庭裁判所、弁護士、警察などによる法的援助」が 11.6 ポイ

ント女性より男性が多く、「被害者への経済的な自立に向けた支援を行うこと」が 11.2ポイント

男性より女性が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の回答 

■すべてがまん！ 

■ＤＶ加害者の厳罰化 

■経済的自立（仕事）と安全な場所があったとしても、育児（仕事中）の必要があるから、その３

点が必要であると思う。 

■加害者側への罰則強化 

■児童虐待等、それ以前の虐待の防止 

■１～９が真に個々の（人権）意識として定着できる、学校～社会～職場教育の充実、生涯教育

として必要と思います。 

■パートナーの逆上を避けるため慎重に支援を行う 

■罰則の強化と被害者に対する早期対応 

■暴力をふるう人は最低、そんな人とは居ない方が良い 

■・被害を受けている人は自分が被害者である。相手はおかしい。と気づけるようになってほし

い。・まず気軽に逃げ込める場所の情報を提供 

■被害者への相談しやすい環境を作る 

■無理 

 

32.0%

51.9%

54.5%

43.6%

55.6%

31.6%

25.2%

29.7%

24.1%

2.6%

7.9%

43.2%

50.1%

42.9%

44.7%

63.3%

34.4%

24.8%

30.5%

31.0%

1.3%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80%

被害者への経済的な自立に向けた支援を行うこと

被害者への相談窓口の情報を提供したり、相談窓口を増やすこと

被害者への家庭裁判所、弁護士、警察などによる法的援助

被害者への医師、カウンセラーなどの医療・心理的援助

被害者が身の安全を確保できる場所の提供

被害者に対する周囲の理解と協力を得やすくすること

市役所などの公的機関からの情報提供と支援

加害者への指導やカウンセリングを行うこと

お互いの人権を大切にする教育の充実

その他

無回答
男性（n=266）

女性（n=387）
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問 25 あなたは、セクシュアルマイノリティという言葉を知っていますか。（1つだけに○） 

※セクシュアルマイノリティ（性的少数者）：いわゆるＬＧＢＴ（レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル（両性愛）、トランスジェンダー（体

と心の性が一致しない、違和感がある））等の、性のあり方が少数派の人々を広く表す総称。 
セクシュアルマイノリティという言葉を知っているかでは、「言葉も内容も知っている」が

47.6%、「言葉だけは聞いたことがある」が 30.9%、「まったく知らない」が 19.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【属性別】 

性別で比較すると、「言葉も内容も知っている」では、男性よりも女性が 5.5 ポイント多くな

っています。 

年齢別で比較すると、「言葉も内容も知っている」では、『20～49 歳』が５割を超えています。 

職業別で比較すると、「言葉も内容も知っている」では、「学生」が８割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉も内容も

知っている

47.6%言葉だけは聞

いたことがある

30.9%

まったく知らない

19.9%

無回答 1.7%

（n=658） 

44.4%

49.9%

57.3%

55.2%

52.9%

44.1%

37.0%

50.6%

43.2%

52.9%

43.6%

44.7%

84.6%

38.6%

80.0%

31.6%

30.2%

25.6%

29.6%

28.1%

31.7%

35.8%

27.7%

43.2%

35.3%

32.3%

38.3%

15.4%

31.6%

20.0%

21.8%

18.9%

15.9%

15.2%

19.0%

23.6%

23.0%

20.7%

9.1%

11.8%

23.3%

14.9%

24.6%

4.2%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

男性(n=266)

女性(n=387)

【年齢別】

20～29歳(n=82)

30～39歳(n=125)

40～49歳(n=121)

50～59歳(n}=161)

60～69歳(n=165)

【職業別】

常勤の勤め人(n=328)

自由業・自営業(n=44)

農林漁業(n=17)

臨時・非常勤・パート、アルバイト等(n=133)

専業主婦（夫）(n=47)

学生(n=13)

無職(n=57)

その他(n=5)

言葉も内容も知っている 言葉だけは聞いたことがある まったく知らない 無回答



 

- 80 - 

問 26 あなたは、セクシュアルマイノリティの方の人権は侵害されていると思いますか。（1つだ

けに○） 

セクシュアルマイノリティの方の人権は侵害されていると思うかでは、「やや人権侵害されて

いると思う」が 34.0%と最も多く、次いで「どちらともいえない」が 31.9%、「人権侵害されてい

ると思う」が 19.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別で比較すると、「人権侵害されていると思う」「やや人権侵害されていると思う」を合わせ

た回答では、男性よりも女性が 9.5ポイント多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.3%

34.0%

31.9%

8.2%

3.5%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40%

人権侵害されていると思う

やや人権侵害されていると思う

どちらともいえない

あまり人権侵害されていると思わない

まったく人権侵害されていると思わない

無回答

（n=658） 

17.3%

30.5%

36.8%

8.6%

4.1%

2.6%

20.9%

36.4%

28.9%

7.8%

2.8%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

人権侵害されていると思う

やや人権侵害されていると思う

どちらともいえない

あまり人権侵害されていると思わない

まったく人権侵害されていると思わない

無回答

男性（n=266）

女性（n=387）


